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ふ dと この関係は第 8図 の ようである。 直 角突

起の前面 もしくは前後面を傾斜させると乙
どは著る

しく低下する。 傾 斜面突起の初生係数をKⅢ とす

ると , X tノ‰aと 勾配 Sの 関係は第 9図 の ようにな

る。

v  高 速水路への適用  実 際問題への適用例 と

して ,正面越流型のグム洪水吐を考える。

従来 の実 測例 か ら ,コ ンク リ
ー ト面 の粗度 λ= 0 1 8 " ,

乱流 境界層の発達は B a u e r公式 ,流 速分布は粗面の

対数分布則 とす る。 す なわ ち

:=場芳= …̈0ム=848+57 5 ιοσ子……⑩

洪水流量 α= 5 0″/ ,ろに ついて ,ダ ム下流面各標高

―シヨンは発生せず ,懃 <【 ごならば発生する。 第
`

1 0図は上記の関係を示す もので , r a t tζこの曲線は実
`

験値に基づ くキヤビテ
ーシヨンの発生限界を示す。4

前面`■斜実亀
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第 9図   X13/Kイ ι と 勾 配 Sの 関 係

係 数

の流速分布 ,圧 力条件を求め ,あ る想定される直角突起高 じに関 して流れ
の条件か ら定まるキヤビテ

史脚|:1:711徹γ
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図の ように ,」 = 5 "の 突起は落差約 2 3ルまで ,まヨ

たι= 1 "の 突起は落差約 1 0 0 'ま で許容できる。 2

仮 りに , d = 5 "の 突起が落差 1 0 0 0の 点 に存在 じ/

ている場合 ,懸ハ `=038よ り ,第 9図 に従つて "                ′ ″  ク ●

直角 突 起 の キ ヤ ビテ
ー シ ヨン発 生 限 界

起を S■ %以 下の傾斜面に研磨すれば良いことが解  第
10図

る。このように ,第 8 , 9図 を組合せ ,流れの条件を考慮 して ,コ
ンクリート打設後に壁面に存在す

る微少突起の施工仕上げの基準を定めることができる。 以 上の結果を
既設グムにおける損傷実体と

比較するため ,比較的大きな洪水を受けているダ
ムを二 ,三選び調査を行なつた。 微 少突～に原因

するキャビテーシヨン浸蝕はかなりの程度認められたが ,そ
の 1夕Jは写真のようである。 実 測値に

ょる突起高とキヤ ビテ
ーシヨン浸蝕有無の関係を第 10図に併記 したが ,実 験値 と実測値は良

い対応を

示 してい る。
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